
シンポジウム「学術情報流通の改⾰を目指して ５ 〜電⼦ジャーナル・コンソーシアムと

バックファイルの基盤整備〜」を開催

 国⽴⼤学図書館協会は、2012年2⽉7⽇（⽕）
に東京⼤学⽣産技術研究所コンベンションホール
にて、国⽴情報学研究所の共催、⼤学図書館コン

ソーシアム連合(JUSTICE)の後援により、シンポ
ジウム「学術情報流通の改⾰を目指して ５」を
開催した。今年度は「電⼦ジャーナル・コンソー

シアムとバックファイルの基盤整備」をテーマと

して、海外のコンソーシアム関係者を招いて、そ
れぞれの活動の中で電⼦ジャーナル・バックファ

イル整備がどのように進められているのかという

動向を知るとともに、我が国における電⼦ジャー
ナル・バックファイル整備のあり⽅、特にコン

ソーシアムの役割について議論を⾏うことを目的

として開催し、全国の国公私⽴⼤学図書館関係者
約130名の参加があった。

 国⽴⼤学図書館協会会⻑である古⽥元夫東京⼤
学附属図書館⻑の挨拶の後、はじめにドイツ技術
情報図書館のマルクス・ブラマー⽒から、国レベ

ルでの電⼦ジャーナル・バックファイル整備の先
進国であるドイツの取組み状況、課題等について
講演があった。午後の部ではフランスの電⼦

ジャーナル・コンソーシアムである
Couperin（クープラン）のアンドレ・ダジー⽒
から、クープランの概要・活動内容、及びフランスで今始まろうとしている電⼦ジャーナル・
バックファイル等整備の新プロジェクトについて、さらに、JUSTICE運営委員会委員⻑を務め
る筑波⼤学附属図書館副館⻑の関川雅彦⽒から、2011年4⽉に設⽴されたJUSTICEの活動状
況と、⽇本におけるバックファイル整備課題についてそれぞれ講演が⾏われ、全国から集まっ

た参加者が熱⼼に聴き⼊った。

 パネルディスカッションでは、講演者3名に国⽴情報学研究所学術基盤推進部⻑・安達淳⽒
が加わり、静岡⼤学附属図書館⻑・加藤憲⼆⽒の進⾏によって活発な議論が⾏われ、⽇本にお

いても電⼦ジャーナル・バックファイルを戦略的に整備していく必要性が改めて確認された。
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